













トガル語原題は “O Japão do século ibérico-cristão à atualidade japonesa: uma 
















































の中に置かれた “perspectiva intercultural ”は──直訳すれば「異文化間































































































































４） 本報告に関わって、Kamikawa, Michio, “Manifestación de ideas democráticas en la historia 
del pueblo del Japón medieval” ［日本中世民衆史における民主主義思想の表出］, in Domínguez 
Nafría, Juan Carlos, Pérez Fernández-Turégano, Carlos, Gallego Rodríquez, Pablo (Coordinadores), 
Legislación militar hispánica: Ejércitos, Armadas y Fuerzas y Cuerpos de Seguridad［スペイン軍























































































５） 今般の大会テーマは “Estudos Japoneses‒singularidades e novos rumos”［日本研究の特異性
と新展開］と、研究教育における斬新さを追求するものであった点が、本発表の構想に大
きな示唆を与えた。
６） 池澤夏樹『憲法なんて知らないよ』（集英社文庫、2005年）120頁。
（126）
117
は、我われが人として同じであることに何度でも立ち返る確固たる信念と勇気
がなければならない。
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